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   There are two types of internal spermatic veins (ISV) by radiographic examinations. In 
type 1, ISV is dilated with some collateral venous branches. On the other hand, ISV of 
type 2 is narrowed with increased collateral venous branches or abnormalities such as the 
circumaortic renal are seen. In these groups, pressure of renel vein and ISV were measur-
ed. As a result, renal vein pressure was about the same in type 1 as in the controls at 9.5 
±2.3 cmHzO but was higher in type 2 at 17.0±2.8 cmHzO. As for ISV, it was also about the 
same in type 2 as in the controls at 13.9±6.8 cmHzO but was markedly higher in type 2 at 
33.3±3.9 cmHsO. When selective renal venography was performed, a contrast medium back-
flow was seen in 9 out of 11 type 1 varicocele patients, but it was not seen in any of the 
cases with the nutcracker phenomenon. These results suggested that type 1 may be caused 
by the structural and functional disorders in the valve between the renal vein and ISV. In 
contrast, pathogenesis of type 2 varicocele may be due to an abnormality of the ISV in the 
embryo.
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は じ め に

精索静脈瘤は男子不妊症の原因の一つとして考えら

れているが,そ の因果関係についてはまだ議論の多い

ところである.私 たちも大阪市立大学泌尿器科教室な

らびにその関連病院での男子不妊症と精索静脈瘤の臨

床統計について検討を加え,精 索静脈瘤が造精能に何

らかの影響を及ぼしていることを報告してきtcl).今

回 この精索静脈瘤の病態をX線 造影像と内精静脈圧を

測定することにより考察したので若干の文献 とともに

報告する.

1.対 象

対象ならびに方法

大阪市立大学医学部泌尿器科教室の外来ならびに関

連病院に入院した精索静脈瘤患者を対象とした.避 妊

希望者や別の疾患にて入院 した症例を対照に した.

2.内 精静脈の内圧測定と造影について

経皮大腿静脈的に腎静脈造影用カテーテルの先端を

内精静脈 また は腎静脈内に置き,圧 トラソスデュー
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Fig.1.内 精 静 脈 像 のx線 造影 像に よる分類

サーまたは,CVPチ ューブ(中 心静脈圧測定用)に

てその部の静水圧を測定した.精 索静脈瘤よりカテー

テルを挿入し内精静脈圧を測定した一部の症例では,

検査 ・手術中 にValsalva試 験 による圧の変動を調

べた,こ れらの検査修了後,静 脈造影を行った,

結 果

1.内 精 静 脈 像 のX線 造 影 像 に よ る 分 類

内 精 静 脈 内 圧 の 検 討 を 加 え る た め,Riedlの 分 類2)

を 修 正 しFig.1に 示 す よ う に 二 つ のtypeに 分 類 し

た.す な わ ち,typclは 主 にdilatedsPermatlc

veinが あ り若 干 のcollateralvenousbranchesの 見

られ るtype.type2はspermaticveinが 狭 小 化 し

col]ateralvenousbranchesの 発 述 が み られ る,ま

た はrenaVeinにcircUmaortiCrenalveinな ど

の異 常 が み ら れ るtypeで,そ れ ぞれtype1は 前

川3)の 一 次性(特 発性)に,type2は 二 次性(症 候

群)に 相 当す る もの と考 え られ る.こ の私 た ち の分 類

に よる と,typeIの 頻 度 は82%,type2は18%と

4.5:1の 比率 で あ った.

2.内 精静 脈 の 内圧 測 定(TableI,2)

typcl,2,controlさ らにrenalveinの 内迫 に よ

り腎 静脈 圧 の 高 い 症例(nutcrackcrphenomenon)

に つ いて 腎 静脈 圧 と内精 静 脈圧 と を そ れ ぞ れ 測 定 し

た.そ の結 果,typelは ほ ぼcontrolと 同程 度 の 腎

静 脈 内圧,9.5±2.3mH20を 示 した のに 対 し,type

2で は17,0±2.8cmH20と す こ し高 い 圧 で あ った,

また,内 精静 脈 圧 につ い て み る と,typelで は13.9

±6.8cmH20と ほ ぼcontrolと 同 じ値 で あ ったが,

type2で は33.3±3.9cmH・Oと 非 常 に高 い値 を 示
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Table1.Measurementofvcnouspressure(cmH20)

VCI RV ISV ∠IISVPvalue

contro置(n三6}1.7土6.3

▼aricocele

type1(n=9)1.7±0.3

type2(n=2)1.5ヨ ヒ0.2

nutc「ackerpheno■enon

(n置7)2.1±0.5

7.4ヨ ヒO.511.8士4.O 1.0土0.8ns

9.5士2.313.9士6冒824.8±13.80.005

17.Od=2.833.3ヨ ヒ3.90.9ヨ ヒ0,5ns

13.8ヨ ヒ2.1

VCi=venacavainferior,RV=rena蓋 ▼ein,匡SV=inter"a置3per臼aticvein,

∠1[SV:changeofISVpressureatVa1salvatest.

V己1uesareexpressedas■ean±5tanderdde▼iation.

P▼alueisco■paredtothe▼aluebeforeValsalvatest.

Table2。Classi丘cationoflcftrenalvenograms

Groupl牟GroupHGroupll[

{【o吐alreflux)【Parヒlalrefle翼}{nOreflu属}

Ya5umeto.R"982レ1{9%,8`73%レ

VartGeceie,Delaere.KPJ{198D30`r9%,26`17%,

Ne性o.NR,Jr【1980}21`58%}

2口 θ%,

101C64%}

15t42%}

NutGraGkerphenomenon OCO%}O〔O%}7"oo%;

唯Delaere'scle55ifpcation(EurUrol7:340198け

した.Valsalva試 験 に よ る内圧 の 変動 につ い て調 べ

てみ る と,type1で は24.8±13.8cmH20の 圧 の

上 昇が み られ た が,type2で は ほ とん ど圧 の 変 化が

なか った.

また,こ れ ら症 例に つ い て腎 静 脈造 影 を 行 った とこ

ろ,内 精 静 脈 へ の造 影 剤 の逆 流 の み られ た症 例 は精 索

静 脈 瘤 の 観察 され た 症 例 中9例(全 例typel)82%

に認 め られ た が,nutcrackerphenomenonの 症 例 で

は1例 もみ られ なか った.

考 察

男子不妊症を主訴に当教室の外来を受診した症例の

割合は総男子外来患者数の0.2%で あった.こ れらの

年齢分布についてみると,20歳 台後半が過半数をしめ

てお り,結 婚後2-3年 目の症例が大 多数 を占めて

いた.こ れら男子不妊症症例の中で精索静脈瘤 を持

っていた症例は13.6%で あ った.こ の値 は正 常男

子にみられる精索静脈瘤の頻度6--22・9%に 比 べ差

はほ とんどみ られ なかったが,不 妊症男子での報

告されてい る頻度(21-39%)ほ ど高 くはなかっ

た「J・6)

精索静脈瘤は男子不妊症の原因の一つとして考えら

れ て い るが,精 索 静脈 瘤 を 有 す る症 例 で も子 供 の い る

場 合 が あ り,私 た ち の調 べ た 中 で もそ の よ うな場 合 が

あ った.こ の よ うに,精 索 静 脈 瘤 そ の もの だ け で不 妊

症 を引 き起 こす こ とは考 え に くい が,お 互 い 深 い関 係

に あ る こ とは疑 い の な い こ と と思わ れ る.

そ の 発 生機 序 や病 因 につ い て は,一 定 の 結論 に まだ

達 して い な い,こ の度,私 た ち は レ ン1・ゲ ン検査 と各

静 脈 圧 の 測定 しそ の病 態 に つ い て の解 析 を 試 み た.そ

の結 果,精 索 静 脈瘤 の レ線 像 に は2つ のtypeの あ る

ことを 見 出 した.す なわ ち,内 精 静 脈 が ス ト レー 撞こ

腎静 脈 に 帰 るtypc!とcollateralveinの 発達 して

い るtypc2で あ る。 この よ うな レ ン トゲ ン上 の検 討

は他 の 報 告者 で もな され て い るが7-9),そ の 見 られ る

割合 は57%:43%と ほぼ 等 し い 割 合 で あ った の に対

し,私 た ち の場 合そ の 割 合 はtype1の 方82%と 圧 倒

的 に多 くこの違 いの 原 因は 不 明で あ る.

これ ら2つ の タ イ プにつ いて 内精 静 脈圧 を 測 定 し,

またValsalva試 験 に て腎 静 脈 に圧 が かか る よ うに し

た場 合,明 らか に 圧 の かか わ り具 合 が それ ら の間 で は

異 な って い た.す な わ ち,contro1群 で は1・0±0・8

cmH20,type2で は0.9±0.5cmH20の 圧 上 昇 が

み られ た の に 対 し,type1で は24.8±13.8cmH20

と有 意 な圧 の 上 昇が 観 察 され た.ま た,内 精 静 脈 一 腎

静 脈造 影 時 の レ線 像 よ りふ たつ の静 脈 間 の 弁 の存 在 は

type1で は 明 らか で な く.ま た,nutcrackerpheno-

menon症 例 で の腎 静 脈 造影 で 内精 静 脈 へ の 造影 剤 の

逆 流 が ほ とん どみ ら れ な か った 点 よ り,type1で の

精 索 静 脈瘤 形 成 に 関す る静 脈 弁 の意 義 の 大 きな こ とが

わ か った.一 方,type2の 場 合 そ の成 因 は 主 に静 脈

の発 生 異常 な どに起 因す る もの と考 え られ た が
,こ れ

以 上 に つ い て は 私 た ち の デ ータ だ け で は説 明 で きな
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い.

最近の治療として,精 索静脈瘤の症例に経皮カテー

テル塞栓術が なされ,そ の有用性が報告されている

が8,,type2の よ うな精索静脈瘤の症例もあり,依

然として手術療法 もなされるものと思われる.

ま と め

内精 静脈 のX線 造影 像 に つ い て 調 ぺ た 結 果 、 内精

静 脈 像 は2つ のtypc,す な わ ち,typelは 主 に

dilatedspermaticveinカ:あ り若 干 のcollateral

venousbranchesの み られ るtype.type2はsper-

maticveinが 狭小 化 しcollateralvcnousbranches

の発達 が み られ る.ま たはrenalvcinにcircumaor-

ticrenalveinな どの 異 常 が み られ るtypeに 分 類 で

きた.そ れ らの 成 因 につ いて 腎 静 脈圧 の 測定 や 内精 静

脈 圧 よ りの検 討 よ り,お そ ら く内精 静 脈 が ス トレー ト

に 腎静 脈 に 帰 るtypelの 精 索 静 脈 瘤 の 病 因 と して,

そ の基 礎要 因に 腎 静脈 と内精 静 脈 と の 間 の 弁 の 構造

上,機 能 上 の 欠 陥が 考 慮 され た のに 対 し,collateral

veinの 発 達 し て い るtypc2の 精 索 静 脈瘤 の病 因 と

しては 単 な る静 脈 の発 生 異 常 に 起 因す る もの と考 え ら

れ た.

本論文中において,静 脈圧 の測定 などにっいて御協力いた

だいた諸先生,特 に市立伊丹 病院放射線科科長 中村健治博

士に心 より感謝致 します.な お,こ の論文 の一部については

日本不妊学会にて発表 した.
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